





5 年前に柴埼町 2 丁 
H の「ビスト〇すぎ浦 j 
は ffl 店した，料塥界の 
大御所 • 田中始三郎の 

いるパレスホテルで修 
行すること13年 s エリ 
ートへの iQ を进ぶこと 
もできたが料理にかける情熱は、キリッシュのブラ 
ンデーよりも熟く*カナダへと漉る c 世界的老餹の 
ホ チル， r カルガリー•イン J で各 M から集まったコ 


ック t 共に五力 【ti 功の飛び交う W 咕で8年を遏ごし 


た。そして、これから伸びる街•立川と見込んで店 
を 構えた。その野生味溢れる本格派の伝念は、飾ら 
ずに«|斗の良さを引き出すこと，今回のブイャペー 
スも北海逍のスズキなど、 *1 すにこだわり、絶妙な 
ハーモニーを 醸し出した。 純朴で ありながらあたた 
かい杉浦さんの人柄そのま i の味が出ている。 


撮影：井上#治 
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若大将シリーズを見たのは、ここで……立川セントラル 


办開発の大きな波に汲みこまれ消えていった街角。 

六年生のときウインドウに飾られた良っ白なドロッブハンドルの自転車に悚れで店。 
中学の頃、ちょっと H な映 ㈣ をこっそり見に行ったときのドキドキが胸に残る映肉館。 

逆ち上がっていくビル群を兑上げると、 

ダムの水底に眠る村のように 

使の想い出もこの地底に沈んだのかと想う。 

mi :武田和巳 


コンビニのない頃、夜遅くまて•開いてて助かった……うおぜん 


看板にも趣があった……岡野自転車店 


府立二中からの、伝統を想じさ甘る校舎……立川*校 


ここで結婚式を挙げた人も多いのでは……望仙閣 


零^^ 


昭和8年創業……离砂湯 


蟹画の跡が目印だった……基地跡の駐_場 




















































1993 * II • I (月 I 回発行) 


月刊 • え<てびあん-立 JII 語ろラ • 立川に生きよラ 


通巻112巻 




瞻 


全員集含/ 


放水だ/ 
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蝎 さ T が免砂なコン 
ビネ ーシ 3 ンだ 
«上日東立川 
|£屯地 



鉢呂祐二(写真家) 


西洋廚房 

グランデイール 

いよいよ 

オープン！ 

翁いつ マ… 10月17日（日） 

籲 どこで？ 
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Kt - ク 
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どうした？ 
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0(22)0729 
〒190 

立川市肇嶙>1 
2-5-8 壜ビル 


びあん 

>_華籲籲參免， 


東京雜流通センター 

砂川町 1-50-4 

»37-3641 

JA 経済センター細店 

砂川町 2-44-3 

»36-1824 

JA 東京みどり訓$8 

砂川町 2-44-3 

tt 36-1821 

ビジネスホテルク ? K 夕 

柴梅印 2-12-23 

«22-1122 

ゃ擊《理みよし 

榮崎町 2-10 

025-3873 

石原薬 


柴》町 2-10-3 

023-4067 

輪 鷂 

館 

柴 » 町 2-12-17 

022-8100 

鬵神堂 

立川店 

柴崎町 2-2-18 

028-2249 

寿 B 1 

由 

柴 HW 2-2-8 

»22-3733 

ブティック u 

1ツチ 

雎轉町 2-3-10 

028-2054 

ラ•パン 

n 

柴费町と 3-3 

»24-5800 

キヤノン0〗シヨツブ 

柴货町2-3~6 

O 28-1501 

|マイシテイ八ウス 

柴箱® 2-3-6 

»26-0148 

カフ I レストランぼまれ靥 

柴玲町 2-4-15 

026-2232 


/%• 人がゐて、街があります。 

籲’ あなたがゐて、立川があります。 

• # そこにちよつとだけ、えくてびあん/ 

リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



ほくしんクリーニング 
齡町 2-5 _ 023-3490 

セガ5薬局 
鏍町 2-7-8 _ 025-9212 

マルミヤスポーツ 
鎳町 2-7-8 »22-2912 


そば禹尾 

錦町5+31 




-2710 


BS タイヤショップ佐藤商会 
幸® 5-10-2 _ «37-0912 

いなげや 3 UM 幸店 
幸町 1-23-6 _ »37-1820 

ロッテリア ffl 瞻川9番店 
幸町 4-38 _ »37-4413 

立川文靡 
高松町2-1_23 _〇25-8617 

横町腥菓子店 

»^邱2-11-23 022-2609 

新藤育果店 

チ松® 2-3-13 —022-6443 

スーバーやなぎや 

>松町 2-5 _ _»22-4322 

g レンド霤房 

p 松町 3-18-2 _«27-1555 

k きゃき亭 

-4 025*6658 


J|E 松町 3-21- 

CAFMEBTAJJR 


TAURANT TIP-TOP 
S 松町 3-27-27 «25-2030 


パスコ立 JII 店 

•町 2-11-7 

029-5557 

ベルナール 

曙町 2-12-1 

022-2839 


| ラちのやプルマン 

| 观&町 1-18-17 

024-9280 

I いわさわ商店 

羽衣® 2-11-3 

«22-2904 

みずほ弁 

当 

1 贼町 2-3 

022-9597 

| 赤松タバコ店 

| 贿町 2-42 

«24-7852 

中島豆腐店 

| 羽衣町 2-12-34 

022-5723 

| ヤマサキテイリーストア证《8 
| 栄町 2-46-3 〇36-8285 

| 永光薬 

局 

■ 栄町 2-58-7 

n 36-{)206 

■カツ ト八ウスボーグ 

|米町 2-594 

〇36-6716 

あさひ 


I 朱町 5-1 CH 

035-3087 

| 鮮奮ァリ 


| 錦® 1-15-21 

025-1100 

I coffee shop 遊香 

1 鯽印卜 4-24 

027-3840 

| ステーキの U 

ブレ 

|銪町 1-8-3 

027-1630 

| そば育柳 

| 鎳 W 2-1-27 

»28-2345 

T A P A 

S 

«©2-2-29 

»29-0733 


住友銀行立川支店 

鼷印 2-17-15 _ 022-6171 

W 茶ア八ン 

钃邱 2-17-15 _ »27-4479 

日の出 屋 本店 

，町 2- M 8 _«22-3308 

第ーデパート护_ンター 
颺町卜 2-25 _ 027-2021 

蠹士銀行立川支店 
WW 2-4-6 _»24-3121 

あら并麵 K 本店 

曙町 2-5-12 _ »22-2»7 

二木のパン 

•町 2-6 _»22-2278 

三上鼷節店 

•印 2-8-30 _ 022-3259 

砂 川 湯 

上砂® 3-2-2 _ 035-8600 

バットパットゴルフ 

泉町一 _»25-2340 

U —セントパーク木テル 

® 士見町 M -8 _ 026-3111 

残堀鬌店 

塞:！:見町 4-1-2 »27-7457 

美容室巳 EPPIN 

S 士見町 4-9 027-5918 


かつ 

龜 

柴 It 町 3-5-2 

025-7647 

京構 Hill 南口店 

柴的® 3-6-2 

«21-4640 


理容ふなやま 

柴箱町 34-23 027-2780 


多摩中央信用金靡 mm 

榮綺町 3-7-4 

»28-2211 

酒奶靨 

泉 

柴崎町 3-7-6 

024-0672 

和光証券立川支店 

賴町 3-8-2 

024-1321 

けやぎ 

書房 

若窠町 1-8-1 

»36-1987 


ふとんの爾木: 
若蕖町 1-8-1 


播商 

»38-6833 


エツソ石油けやき d ス M 3 ン 
若葉町 2-1 035-3081 


いなげや 
若蕖町 3-21 ィ 


若葉町店 

037-4119 


ルミネ立 ill 店 1 F »4 

鼴町 2 -H ©27- 


1411 


ルミネ立川店 2 F 5 W 
» 町2十1_ 027-1411 

NTT テレ]厶ブラザ咖 
■町2-卜1 _ 027-4210 

caf 6 バーゼル 
播® 2-11 _ 023-3746 

パテイスリーバーゼル 
18町 2-11 023-3746 


R り 

や 

柴《町 2-9-3 

023-2590 

| 立川高等技芸学院 

柴挪2+4 

«22-3424 

|ブックスしんあい 

柴珀町 3-1-1 

027-6701 

松山堂蓁 

局 

榮崎町 3-13-25 

Q 22-2550 

こむろ酒 

店 

受梅町 3-14-3 

022-2613 

ゴンフアノン•クボ1111115 

槩崎町 3-4-2 

027-7413 



I フアツシヨン 八 ウスほまれ屋 
榮«町 2-4-15 _ 025-2788 

ぼだい 

柴货叨 2-4-18 _ 

コマツホーム 
榮崎町と 4-6 _ 025-5811 

嶼茶キヤリー 

荣 1¢ 町2+7 «28-2630 

かみゆい®わ 

榮綺町 2-4-8 _ 022-8202 

芹沢ガラス店 

柴«町2-4-8_ 022-3065 

小 室 

町 2-4-8 _ 

立川5口画材 

柴《 町 2-4-9 »22-6065 




エダ文具 

町 2-6-2 »25-6584 



ふれあい 

さわやか 



山粲中央级汗 

* 立川变 痛》 

立 J 寒 IfR 慕 咖卜1&づ3 

TEL 0425-26-1571 




货如苑だより 

朝のひんやり tL た申 SI が身を 
01締めます。千5も a とおせるよ 
ラな•通明 S が日本の秋にはある 
よぅに思います • 

背筋をビンと張つた大輅の菊の 
美 I さ，«しさもこの季節ゆえで 
しよぅか-お®訪さまでは恒例の 
「菊まつが傕さ亊な作 
11§を毎年 •* しませてくれます。 

秋冷の候•疼如苑では皆さまの 
お越しを，こころからお待ち I て 
おります， 


■ 11:時 11 H 15 日 g 
2時〜4時 

■御 本移•與如宁物館をはじめと 

して映画など盛りだくさんの用意 

がしてございます 

■お申し込み ^ a 

は-1えくてび 

あん • n ンパ 

- I オン U (本誌 

を手渡してく 

れた人)へ。 



「集まれっ/番号っ/ 
いちつ/につ/よしつ/ 
消火っ/•」 

威勢のいい声が^ふ。動 
作もきびきびとしていて、 
ラん、これならば安心。 
それちそのはす、こちら 
は、消火のスビ IK と敏 
捷性を各企業、団体で競 
ろ1自衛消防隊訓練審査 
会』の風景。立川消防署 
開署 50 周年を記念して盛 
大に行われだ。 

9 H ^0 nz (木 V ® みやかに啃れ 
渡った秋空の下 • 免飛企業野球場 
で、第20冋自術消防隊訓練«夯会 
は nfl 他された•立川*昭 ft 、 及び 
国立の三市内43丰粢所から50隊149 
名の参加を得て•特に今年は•立 
川消防* mlt 50 固年を記念し•盛 
大に行われた。 

この*査会は•各事*所がそれ 
ぞれの消防扑_に基づき，火災や 
地 K などの災«|:镅ぇて•従業 ft 
にょり姐糙 I ている自術消防隊の 
话勧能力を審査するもの。 

W 卩隊組の他に12組の女子隊が 
参加し•お揃いのユニフォ—ム资 
で n 場の防災を杻ぅゥ—マンパ7 
1を彼%:した•この口 、* $$fl 
丧をつとめた須 S 久郎*艮は、「キ 
ビキビ L た皆さんの行勧を) i て， 
とても傾もしく思います。18絞は 
力なりと申します•これ {: 滿足す 
ることなく C なる W 進をお願い L 
ます」と*评を述ベた。 

多くの企窠では、新人敉宵の一 
現として役立ててお 9* 敬礼から 
始まる锒敏な所作を身につけられ 
るこ t から，厳しいけれど充芙し 
ていて*しいと若^にら好評だ。 

女- f 隊で7年連较優勝。またま 
た•無敵を* 2£ l た伊勢丹立川店 
の f »; ffe 利之保安主任は、こぅ述べ 
る。「この訓練に賭けてゆく充实® 
がそのまま、 fi : 事のパワ—にな<> 
てゆくょぅです* J 

色 t りど〇のユニフォームで、 
明るいパフオーマンスを見せてく 
れた若者は、アクシス立川，モノ 
レールなど都ポ型リスクが增大す 
るこの街の未来にも安心を与えて 


江戸時代体来 f 

立川 m は、* I 户時代から伝わ 

る生活文化を実体験してもらお 

ぅと、宰町の小林秀和さんが所 

有していた E 家を幸町 4 Tn = に 

移柒して、「古民家囵」として， 

十月十 i : 口開 la した❶愎元され 

た母屋は江户時代末期の*永四 

r " 年 <一八五一年)に逆築され 

f た食®な逆物。北西に配 S 

された「ォク」の問は、 

S 違 fhy た 

る I で珍し：^中活逍 

1 具が Kf れて：，るだけで 

^ なく、苷の苌しを体騃できる 

よぅになつている。今後は、まゆ 

玉や十五夜などの年中行事の他 

に、®内 

の庭や畑 

を使つて 

の R - 作業 

体软、養 

茧、みそ 

作りなど 

が予定さ 

れている。 




す ItHOG ミ5クガや cvi 



この秋 • シリ—ズで行われて 

いる昭和 ^ 念公 ra の - f 供の森 

教室では•十月九口 ( 土)秋 

の土手や W 原で風1:なび 

いている，すすきの總 

を使ったミミズク m りに 

人51が- m まつた。すすきの 

ミミズクは-*:京の代表的な鄉 

土玩 ft の一つで昔から親し in 

てきたもの。元机は fs 4 eK 維4 

ヶ谷の电子母神の境内や桊道で 

売られていたもの • 今では、わ 

ずかに二人の女性だけが作って 

いる。2、3日する t さらに毛 

がふんわりと磁らんで何とも S 

えない愛敬の /> る姿に変わる。 

子供たちは -a 分で作つたミミズ 

クを大事そうに持ち*»つて行つ 

た。 


ヴエ -1 スでは、41が走っていない■これは*きだ■こ 
れまで7メリカ，7ランス，スイス，インド，タイ•イ 

ンドネシア . C 旅をして•いつもうんざりするのは单 

の多さだ>>た〇それも日本のメ—力—の丰を兄るたび. 
うれしいような，中し択ないような•不思 m な Btfi にさ 
いなまれていた* 

Is 境破壤への問 le 提起をテ—マ t する 芩 A を本格： g に 
嫩り統けて4年*ブラジルで tT われた地球サミットのィ 
ベントの一つ「!«:界®堉フォトコンナスト j に人«1た 
の U •山 fft みの卓のスクラップが被写体。二科®で入 W 
したのも6紜申のスクラップを屮心に据ぇた作 S であ--) 
た-そのような訳で、つい•卓公案のこと1:眼が向いて 
I ま•フ上•フだ'" 

ヴ H ニスの主な交通手段は•水上バス♦はど良く歴史 
S を漂わせた嵌をいくつもくぐりぬけて•到^したのが 
泠ステロ公«。 

削設以来約10〇年を迎ぇ$»450べネチァビエン 
^ -I レの会場である•現代ァ—卜の祭典，各国のパビサ 
ォンが S 国の作家をバック7ッブして芸術性を妓ってい 
る"日本の代衷怍*は、草間体生氏。無限に桕蘸する水 
玉や網 B のイメ—ジを作品にする波女のパ r 7 i は，どこ 
からくるのだろうか.はかり 1 れないものがある* 16 _ 
間のァ;5^^^生活が围»作家として活»する上台<:な 
つ^^る^^ • レセブシヨンにオノヨ—コ女史と总子 
の，>!^レ/^が私け付けたのは，何ょり彼女の»大さを 


?ホルマリンづけや巨大なビニールハゥ 
茧として公 W されている。いつたい芸術 
•••1なのか•不可肥 ill なのである -I 〇〇 
，テンポラリーア—を拥にして， </. な 
"ある* Atf ではないが' R るのは早い6お 
そら v i の尺より8倍は竿い • K ® でおもしろいと is . 
つた作 S の荊で0み‘足を止める•それを何度か操り返 
して自分の好きな色，杉\-^!を@:涊雜*ぁ1^ぃは新発 




青 

H — 

旅 

ス 


炙1¢が乘京府に移安されて]5 
年を111!念するィベントも今月で 
終わります"ィベント班後の締 
めくくりとして§1年前<:遡つて 
みま I ょぅ。明治 26 年 2H 
に帝国議会に多*の移 S 1 
法律案が提出されて、わ 
ずか1022問で議会を通過、 

4 nl 日には移苻5れて 
しまいました•この突然 
の移苷は、その後の多摩の 
步む迫に大きな杉響を^えたの 
です“では当時•移»にあたり 
多降の人々の受け止めかたはど 
うだ-〇たのでしょうか。 



@南多挛の町村長が yj 沐で辞職 
までして移资に^した 
②多增全域がお祝い My で移^ 
を爯んだ 

©住民が知らないぅちに移 
蛩が済んでいた 

〔10月^の答〕 〇 
立川に四つある H 本一 
には妓 ft 施設の充上高が 
含まれ i す。立川の競猞 
は立川市が運耸していて、 
売 h は市の収入になるのです " 
いろいろと問 . 明は * りますが、 
立川のためには役にたつている 
ようですね •• 



今 M の作品 
はィタリアで 
一まれた，新 
い粘上工芸 
mIK 7 l r b y のデコクレィ 
*7*: b クラフト。 

介’川芙術会に！®し•屮央公 Ete 
で ( ill 作教室の指導にも当たる浅野 
S 子さん”学生時代はむしろ，美 
術は得 E でない方だつた t か•し 
かし、上手下手ではなく、作った 
人の心の？ J もりが伝わ<>て来る粘 
土 rs の魅力に誘われて、このジ 
ヤンルを始めた。 

W 物の紫の^み具合いや苺の色 
のくすみ加減など，実際と少 L 逢 
うていても、その入の$性が捉ら 
えた fc や形をぅまく表%できたな 
ら、かえつて，本物•らし <兒えて 
きて、感孙を¥えるといぅ。 

また、入形を作る時には - H 分の 
表 W に似てくるので、できるだけ 
朵 L い気分の時に作るょぅに心が 
けている P このピエロをよく S る 
と•一人 I 人の表悄が连ぅ•一体 
I 体、制作した時の is 野さんの H 
持ちが込められているのだろぅ。 

W 衫牙衫れ /形々な 
ものを作ってゆく。これからは • 
レリ—フ賙のしづかりしたもので • 
それでいてあたたかいものを削り 
たい t 語る is 野さんだ。 
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体呂祐二さん <钸»1>は琛境破 
壊をテ—マに I た ,, / ft を描り. M け 
ているが•彼の«轚会もユニ—ク 
な手 SJV 現境11]]明を訴えている， 
ファックス用紙の赤い線の入つた 

切れ端を « ft ょく六年間! fe めて， 
会場の明いっぱいに貼りつけたり 
关しい絵がゴミ袋の中に人ってい 
て • t ころどころ•火で穴を空け* 
职ける空問を作〇てあったり… ♦ 
今も十年 rw かけて•生めて回った 
一:廉•芙術 te のチケットでコラ| 
ジユを作成中だ • 

今 S は，イタリアの水の郎•ヴ 
エニスと屮国の水郷 ffi 市•紹典< 
しょうこう》を訪ねた❶紹典では 
ガスパイブが地上に突き出たもの 
や晚虚などを te 険を H して、*^ 
に撮^する鉢 a さんにガイドが^ 
ねた參「中围にはヒ海等、きれい 
なところが沢山あるのに何故、そ 
んなに汚いところばかりを熟心に 

44— I • . 4 4 •§ - I • 

なければいけない仕事だと思うか 
ら t 応えた。三千年の歴史を«つ 
中： a の川の水もだんだんと淀んで 
きている。 

英 I いものを St るため LT 取り 
戻すために跅えなければならない 
ものがある。かつて ' 一人の写 * 
家がミナマタを愀泮に伝えた • n 
本の W 川の汚れ1:は歯止めがかけ 
られた t 云 • フが，かつての美しさ 
を取り戻すには，まだまだ先は技 
いようだ。 ♦ 多毕川が妙1:まぶ 
L いえくてびあん 
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A •が ^ ^ 

兒をする^ぞう^>こ，^ rf 巧て、その後£贫する g «£ 
粍^舌わ中に' 白分のアメ - I テイ S 
貸を；^かすことが^.きる切〇抬てゴ/ン•の勇気と眼 
を*, r #> t が大切ではないかと思う • 

会場を出て近くを St 策すること <: した ■ 人が I 人や 
と通れるほどの进輻。 r - のような路地がいつばいあ 
6曲な 8 L が通り ^ ざゆく路地典にこそ、カタルシス if 
ろがつている " ない，あ〇のままの s-ar 吹きさ ^ 
しの路传、人の氕配。そのすべてが私のイマジネ|ショ 
ンを剌激する • n 若しは強い•洗 - is 物を干す口|プが is 
路趑しに他人の家と家の茶の問を結んで： • る p a 枣に e 
きが早い • 下町の人々の心のふれあいのよラな、あたた 
かさが ! S じとれる • ffi も元 U だ。天敵の * 中*がいない 
ぞいもある。鳩も多い々 

私の作品の被写体が tti £, w . 機 W のものから、動 M 物 
のような；5:锒铒のものへと$わつてきた*これ^*生な 
る地球のうるおい味^拜いかぇると*水*への拽敢の念 
が私の屮でふくらんでいるのだ k 思う。そんな思いが北 
イタサアの水の都- n ヴ H ニス」•この地<:私を導いたのか 
らしれない•水の流れに沿つて人々が集まり、集落が杉 
成され、やがていくつ4のドラマが展 W される u A の 1 A 
物たちが jcft にはね回つているの市の li がうる1/ 
ラの t すべて，水.，の忠みがあ rl ばこそ•この万物の X 
ネルギ I - 〇のつきあい方を S 索することは、人 ffl の.水速 

のテーマかもしれない。 

今回の枨で得たも • フーつの / フるおい • は、ツアーメ 

イト 30 人との交流であ- 0 た•大学教授、芙術評淦家•学 

芸幽鄉主•英術 «: 室の経常者•会社社 ft 、 OL 学生 • 

等々•今を譯いて生きている人たちとのひととき ** Sri 

鑑寅に始まつて • 水上バス • ゴンドラ • 突然のス nl ル， 

落 ®• 早朝の故 ^, レストランでの ft 談，シヨッピング 

など、この共有 I た珠玉のよラな時間を決して忘れるこ 

i はないだろう-旅の班さを実 ! 6した • 
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